
FUREAINO MACHIZUKURI

（�）

滴 翠 会 会 報
５月号2015 第293号

社会福祉法人　滴 翠 会
月刊

創　立　記　念　式　典　　 27.4.29

　

新
し
い
年
度
を
迎
え
て

社
会
福
祉
法
人
滴
翠
会　
　
　
　

理
事
長　

高
木　

康
夫　

　

陽
春
の
４
月
に
平
成
27
年
度
が
始
ま
っ
て

季
節
は
若
葉
の
５
月
に
な
り
ま
し
た
。
社
会

福
祉
法
人
滴
翠
会
の
各
施
設
は
そ
れ
ぞ
れ
の

課
題
を
消
化
し
な
が
ら
順
調
に
推
移
し
て
新

し
い
年
度
に
入
り
ま
し
た
。

　

滴
翠
会
は
来
年
創
立
40
周
年
を
迎
え
ま
す
。

今
年
は
そ
の
前
哨
の
年
に
あ
た
り
業
務
を
点

検
し
、
懸
案
を
解
決
し
て
足
も
と
を
固
め
る

年
と
な
り
ま
す
。

　

本
紙
「
滴
翠
会
会
報
」
は
平
成
27
年
12
月

号
で
３
０
０
号
を
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
思
え
ば
平
成
３
年
１
月
に
第
１
号
を
発

表
し
て
以
来
、
四
分
の
一
世
紀
に
わ
た
り
一

度
の
休
刊
も
な
く
発
行
し
て
参
り
ま
し
た
。

そ
の
実
績
と
名
誉
を
大
切
に
し
て
「
滴
翠
会

会
報
」
の
旗
を
高
く
か
か
げ
て
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

平成３年１月創刊
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◦
養
護
老
人
ホ
ー
ム

滴て
き

翠す
い

苑え
ん

だ
よ
り

か
す
み
が
う
ら
市
横
堀
四
五
一―

五

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九―

五
九―

三
六
三
一

　

薬
剤
の
配
布
と
服
薬
確
認

　

高
齢
化
が
進
み
、
服
薬
の
際
、
様
々
な
注

意
点
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

①
自
分
の
判
断
で
薬
を
飲
ま
ず
、
持
っ
て
い

　

た
人
。

②
上
手
に
服
薬
で
き
ず
、
薬
を
床
に
落
と
し
、

　

紛
失
し
て
し
ま
う
人

③
日
常
的
に
む
せ
こ
み
が
あ
り
、
誤
え
ん
の

　

可
能
性
が
あ
る
人
。

④
一
旦
は
口
に
入
れ
て
服
薬
し
て
も
、
口
か

　

ら
出
し
て
し
ま
う
人
。

　

①
と
④
に
当
て
は
ま
る
利
用
者
は
、
服
薬

が
終
わ
る
ま
で
、
担
当
職
員
が
確
認
し
て
い

ま
す
。

　

場
合
に
よ
っ
て
は
、
口
を
開
け
て
も
ら
っ

て
の
確
認
も
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

薬
剤
は
、
利
用
者
別
に
朝
・
昼
・
夕
と
分

包
し
て
お
き
ま
す
。
又
、
薬
剤
の
配
布
も
ま

ち
が
い
の
な
い
様
に
、
全
員
が
食
卓
に
着
席

し
て
か
ら
一
人
一
人
に
手
渡
し
て
い
ま
す
。

　

滴
翠
会
創
立
三
十
九
周
年
記
念
式
典

　

４
月
29
日
、
慈
翠
舘
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

滴
翠
苑
か
ら
は
23
名
の
利
用
者
が
参
加
さ

れ
、
５
世
帯
、
６
名
の
ご
家
族
が
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
。
又
、
式
典
に
参
加
で
き
な
か

っ
た
利
用
者
は
、
ご
家
族
が
滴
翠
苑
に
お
み

え
に
な
り
、
ゆ
っ
く
り
と
お
話
を
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
の

単
独
演
奏
で
、「
慕
情
」「
星
に
願
い
を
」
な

ど
の
映
画
音
楽
や
「
テ
ネ
シ
ー
ワ
ル
ツ
」「
愛

の
讃
歌
」
な
ど
の
昔
の
曲
を
演
奏
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
利
用
者
に
と
っ
て
一
番
印
象

に
残
っ
た
の
は
、
屋
外
で
の
食
事
で
、
鶏
の

唐
揚
げ
・
シ
ュ
ウ
マ
イ
・
ウ
ィ
ン
ナ
ー
・
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
・
ち
ら
し
寿
司
の
盛
り
合
せ
パ

ッ
ク
を
苑
利
用
者
に
提
供
し
、
そ
の
他
模
擬

店
か
ら
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
購
入
し
、
食
し

ま
し
た
。「
お
い
し
か
っ
た
の
で
全
部
残
さ

ず
食
べ
た
」
と
の
声
も
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

日
差
し
も
暖
か
く
、
穏
や
か
な
一
日
で
し

た
。

ご 家 族 と の 祝 宴
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�
五
月
の
行
事

　

端
午
の
節
句　
　
　
　
　

五
月　
　

一
日

　

花
ま
つ
り　
　
　
　
　
　

五
月　
　

八
日

　

お
誕
生
会　
　
　
　
　
　

五
月
二
十
六
日

　

薬
の
空
袋
は
、
①
〜
④
以
外
の
物
も
含
め

確
認
し
な
が
ら
回
収
し
て
い
ま
す
。

　

他
の
人
の
薬
剤
を
飲
ん
で
し
ま
っ
た
り
、

必
要
な
薬
剤
を
飲
ま
な
か
っ
た
り
等
、
間
違

い
を
お
こ
さ
な
い
た
め
に
も
、
再
々
の
確
認

が
ま
す
ま
す
大
事
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

一
般
家
庭
で
も
同
じ
様
な
事
が
起
こ
る
可

能
性
も
あ
り
、
周
り
の
人
達
の
注
意
や
サ
ポ

ー
ト
が
必
要
に
な
る
場
合
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
参
考
に
し
て
み
て
下
さ
い
。

　

さ
く
ら
ま
つ
り

　

４
月
９
日
、
さ
く
ら
ま
つ
り
を
集
会
室
・

食
堂
で
行
い
ま
し
た
。

　

最
初
に
全
員
で
「
春
が
来
た
」
を
歌
い
そ

の
後
さ
く
ら
も
ち
を
美
味
し
く
頂
き
ま
し
た
。

余
興
は
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
ゲ
ー
ム
と
カ
ラ
オ
ケ

を
行
い
楽
し
み
ま
し
た
。

　

昼
食
は
、
調
理
員
さ
ん
手
作
り
の
お
弁
当

で
、
エ
ビ
フ
ラ
イ
、
鶏
の
照
り
焼
き
等
が
入

っ
て
い
て
、
美
味
し
く
頂
き
終
了
し
ま
し
た
。

　

端
午
の
節
句

　

５
月
１
日
、
端
午
の
節
句
が
集
会
室
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
壇
上
に
は
、
兜
や
小
さ
な
鯉

の
ぼ
り
が
飾
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
男
性
の
お
祝
い
と
い
う
こ
と
で
、

余
興
で
は
、
女
性
の
皆
様
が
歌
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
し
ま
し
た
。
日
頃
の
感
謝
を
込
め
て
歌

っ
て
い
ま
す
。
又
、
皆
さ
ん
で
魚
つ
り
ゲ
ー

ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。
最
後
は
、
男
性
の
利

用
者
全
員
で
記
念
写
真
を
撮
り
終
了
し
ま
し

た
。

端 午 の 節 句
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◦
救
護
施
設

慈じ

翠す
い

舘か
ん

だ
よ
り

石
岡
市
半
の
木
一
一
四
六
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九―

二
四―

二
八
七
一

　

年
度
末
作
業
発
表
会

　

年
度
末
作
業
発
表
会
で
は
、
利
用
者
の
皆

さ
ん
が
一
年
間
ど
の
様
な
作
業
を
行
っ
て
き

た
か
、
各
作
業
班
ご
と
に
発
表
し
ま
し
た
。

　

外
作
業
班
は
、
舘
庭
の
除
草
と
掃
き
掃
除

を
主
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

食
堂
掃
除
班
は
、
食
堂
内
の
清
掃
を
行
い

ま
す
。
お
か
げ
で
全
員
が
い
つ
も
気
持
ち
よ

く
食
事
が
で
き
ま
す
。

　

農
作
業
班
は
、
例
年
通
り
野
菜
作
り
に
励

み
ま
し
た
。

　

洗
濯
班
は
、
皆
さ
ん
の
衣
類
や
シ
ー
ツ
を

洗
濯
し
、
乾
燥
機
に
か
け
て
か
ら
各
部
屋
毎

に
配
り
ま
す
。

　

運
動
班
は
、
自
身
の
身
体
能
力
の
維
持
を

目
標
に
、
毎
日
機
能
訓
練
を
し
て
い
ま
す
。

みどり会 新役員決まる
　４月９日、利用者の自治会で
あるみどり会総会が開かれまし
た。
　平成27年度の新役員は、次の
とおり決まりました。

会　長　 飯嶋さん
副会長　 鷲頭さん
会　計　 三本さん
書　記　 坂本（と）さん
監　事　 増島さん　青栁さん
幹　事　 根本さん　大槻さん

　

創
立
記
念
式
典
・
ぼ
た
ん
ま
つ
り

　

晴
れ
晴
れ
と
し
た
天
気
に
恵
ま
れ
た
４
月

29
日
、
慈
翠
舘
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
、
滴
翠

会
創
立
39
周
年
記
念
式
典
と
22
回
ぼ
た
ん
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

慈
翠
舘
の
ぼ
た
ん
園
に
も
ぼ
た
ん
の
花
が

咲
き
始
め
、
ふ
く
よ
か
な
香
り
漂
う
中
で
の

式
典
と
な
り
、
慈
翠
舘
は
創
立
37
周
年
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

式
典
の
後
は
ジ
ャ
ズ
演
奏
が
あ
り
、
皆
さ

ん
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え
な
が
ら
色
々
な
曲

を
演
奏
し
て
頂
き
ま
し
た
。
普
段
は
な
か
な

か
聴
け
な
い
生
の
ジ
ャ
ズ
演
奏
を
、
皆
さ
ん

と
て
も
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

毎
年
恒
例
の
模
擬
店
や
ぼ
た
ん
販
売
も
大

盛
況
で
し
た
。
模
擬
店
で
は
施
設
ご
と
の
自

慢
の
一
品
を
食
べ
比
べ
る
こ
と
が
で
き
、
み

な
さ
ん
満
足
の
様
子
で
し
た
。

　

い
よ
い
よ
来
年
は
滴
翠
会
創
立
40
周
年
で

す
。

ア ト ラ ク シ ョ ン 　 ジ ャ ズ 演 奏
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『
生
活
相
談
室
』

　

今
年
２
月
、
市
内
府
中
地
区
民
生
委
員
の

関
田
様
に
来
舘
い
た
だ
き
、
毎
年
恒
例
の

『
生
活
相
談
室
』
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回

は
４
名
の
利
用
者
の
方
が
参
加
、
日
頃
思
わ

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
相
談
さ
れ
ま
し
た
。

　

相
談
し
に
く
い
こ
と
や
、
職
員
以
外
の
方

に
話
を
聴
い
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
を

打
ち
明
け
る
場
と
し
て
設
け
て
い
ま
す
。

　
「
○
○
出
来
る
よ
う
に
な
り
た
い
」
な
ど

の
希
望
や
夢
を
語
ら
れ
た
方
、
日
常
生
活
で

気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
相
談
さ
れ
た
方
、

過
去
の
武
勇
伝
な
ど
を
聴
い
て
い
た
だ
い
た

方
も
お
ら
れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
相
談
に

の
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

４
名
の
方
は
、
や
さ
し
く
話
を
聴
い
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
大
変
好
評
で
し
た
。

　

今
後
も
定
期
的
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

�
職
員
研
修
・
会
議

　

全
国
救
護
施
設
協
議
会
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
月
三
十
日

　

救
護
施
設
経
営
者
・
施
設
長
会
議

　
　
　
　
　
　
　

四
月
三
十
日
〜
五
月
一
日

　

�
五
月
の
行
事

　

花
ま
つ
り　
　
　
　
　

五
月　
　

八
日

　

ピ
ク
ニ
ッ
ク
一
班　
　

五
月　

十
二
日

　

ピ
ク
ニ
ッ
ク
二
班　
　

五
月　

十
四
日

　

ピ
ク
ニ
ッ
ク
三
班　
　

五
月　

十
九
日

　

春
季
運
動
会　
　
　
　

五
月
二
十
八
日

　

新
任
職
員
紹
介

　
　
　
　
調
理
員　

西
口　

菜
奈

（
平
成
26
年
12
月
採
用
）

　

昨
年
の
12
月
よ
り
慈
翠
舘
に
勤
務
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
調
理
員
の
西
口
で
す
。

　

食
べ
る
事
作
る
事
が
好
き
で
、
レ
ス
ト
ラ

ン
で
働
き
な
が
ら
友
人
達
と
イ
ベ
ン
ト
に
出

店
し
た
り
、
石
岡
市
の
お
し
ゃ
べ
り
コ
ン
サ

ー
ト
で
出
演
者
を
地
元
食
材
で
お
も
て
な
し

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
だ
至
ら
な
い
面
が
多
く
、
周
り
の
皆
様

に
支
え
て
頂
い
て
い
る
状
態
で
す
が
、
一
人

で
も
多
く
の
利
用
者
の
方
を
笑
顔
に
す
る
食

事
が
作
れ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

生 　 活 　 相 　 談
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◦
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

明め
い

翠す
い

苑え
ん

だ
よ
り

石
岡
市
半
の
木
一
一
四
八
一―

一

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九―

二
三―

九
六
二
〇

　

創
立
記
念
式
典
と
ぼ
た
ん
ま
つ
り

　

４
月
29
日
、
救
護
施
設
慈
翠
舘
グ
ラ
ウ
ン

ド
特
設
会
場
に
て
、
華
や
か
に
滴
翠
会
創
立

記
念
式
典
と
ぼ
た
ん
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

明
翠
苑
は
昭
和
56
年
４
月
よ
り
事
業
を
開

始
し
、
お
か
げ
さ
ま
で
創
立
34
周
年
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
日
は
、
晴
天
の

中
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

理
事
長
か
ら
利
用
者
に
記
念
品
が
贈
ら
れ
、

永
年
勤
続
表
彰
で
は
、
明
翠
苑
職
員
３
名
が

勤
続
15
周
年
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
ジ
ャ

ズ
演
奏
者
の
生
演
奏
が
行
わ
れ
、
演
奏
の
リ

ズ
ム
に
体
を
動
か
し
た
り
と
盛
大
に
盛
り
上

が
り
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

　

利
用
者
の
方
が
一
番
喜
ば
れ
た
の
は
、
屋

外
で
の
祝
宴
で
す
。
明
翠
苑
特
製
の
、
栄
養

満
点
赤
飯
弁
当
の
ほ
か
に
、
模
擬
店
な
ど
を

利
用
し
て
頂
き
ま
し
た
。「
家
族
と
食
べ
る

食
事
は
格
別
で
美
味
し
い
」「
食
べ
過
ぎ
た
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

お
忙
し
い
な
か
、
多
く
の
ご
家
族
に
出
席

し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

家
族
懇
談
会

　

創
立
記
念
式
典
の
あ
と
、
明
翠
苑
ユ
ニ
ッ

ト
二
階
の
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
で
家
族
懇
談

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
26
年
度
の
基
調
報
告
が
行
わ
れ
、

利
用
者
の
状
況
・
平
均
介
護
度
・
年
齢
構
成

な
ど
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
27
年
度
介
護
保
険
制
度
改
正
に
伴

う
介
護
報
酬
の
改
定
に
つ
い
て
の
内
容
説
明

が
行
わ
れ
、
そ
れ
に
関
す
る
書
類
の
提
出
を

ご
家
族
に
確
認
し
て
頂
き
、
質
疑
応
答
を
中

心
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

福
祉
施
設
に
求
め
ら
れ
る
も
の
も
、
家
族

に
求
め
ら
れ
る
も
の
も
、
時
代
に
よ
っ
て
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
明
翠
苑
で
は
、
そ
の

時
代
の
変
化
に
対
応
し
つ
つ
利
用
者
様
・
ご

家
族
の
皆
様
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に

職
員
一
丸
と
な
り
質
の
高
い
介
護
サ
ー
ビ
ス

提
供
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

家 族 懇 談 会
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４月の出来事

４月４日　お花見は天候により残念
　ながら中止となりましたが、華翠
　会舘ホールにてガールスカウトと
　の交流会を楽しみました。
４月13・14日　創立記念式典に向け
　て、理美容ボランティアに来てい
　ただきまして、髪を散髪して頂き
　ました。利用者からは、「すっき
　りした」との声がたくさん聞かれ
　ました。
４月20日　ふらんす亭の食事が行わ
　れ、しぐれ丼セット、魚の菜種焼
　定食、和風きのこスパゲティセッ
　ト、パングラタンセットが用意さ
　れ、しぐれ丼セットが一番人気で
　した。
４月29日　創立記念式典とぼたんま
　つりが開催されました。多くのご
　家族にご出席いただきました。あ
　りがとうございました。

明翠苑ニュース
（４月分）

面　会　　　　  82件　延128名来苑
ショートステイ　　３名　延53日利用
ボランティア
　売　　　　　店　　１名２日来苑
　ガールスカウト　　12名１日来苑
　理　　美　　容　　３名２日来苑
　北　浦　団　地　　３名１日来苑
　そ　　の　　他　　１名１日来苑

明翠苑の「日常あ・れ・こ・れ」

防災行政無線

　石岡市が進める防災行政無線の設
備は、この程、施設入口に屋外スピ
ーカの設置工事が完了し、市内で試
験放送が行なわれ、屋外スピーカか
らの音の到達範囲など測定してきま
した。
　今年度から本格的に市内全域に放
送がスタートし、夕方５時に「夕や
けこやけ」のメロディが定時放送さ
れるほか、災害情報や行方不明者の
捜索などの緊急放送が行なわれます。
　明翠苑は〝緊急避難場所〟に指定
されているため屋内防災行政無線が
取り付けられましたので、より迅速
で確実な情報収集が可能になりまし
た。
　是非、皆様も耳を傾けて聴いてみ
て下さい。災害がおきた時、避難す
るのが一番大事ですが、情報収集も
大事です。明翠苑では、毎月避難訓
練を行って、いかに早く安全に利用
者を避難させるか、日々職員同士考
え試行錯誤しながらより安全に誘導
が行えるよう努めております。
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◦
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

華か

翠す
い

会か
い

舘か
ん

だ
よ
り

石
岡
市
半
の
木
一
一
四
八
〇

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九―

二
三―

八
二
〇
〇

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
日
誌

四
月
六
日（
月
）

参加人数　　　11名（男３名　女８名）
送　　迎　　　往き 8:30　帰り 16:00
昼食のメニュー　三色丼、のっぺい汁、
　　　　　　　辛しマヨネーズ和え、ワインゼリー
機能訓練　　　嚥下体操、リハビリ体操
レクリェーション　ドライブ（愛宕山）

　今週はドライブ週間です。今回は
愛宕山へ行く計画を立て、今日利用
者全員で行って来ました。天気も良
く暖かい日射しがあり、頂上に着く
と皆さん気持ちの良い空気の中、桜
を見たり写真を撮ったり、春を肌で
感じ景色を楽しみました。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
日
誌

四
月
四
日（
土
）

参加人数　　　７名（男２名　女５名）
送　　迎　　　往き 8:30　帰り 16:00
昼食のメニュー　お花見弁当
機能訓練　　　嚥下体操、リハビリ体操
レクリェーション　お花見

　今日のお花見は、天気が悪く中止とな
り、苑の皆さんとガールスカウトの皆さ
んにデイのホールに集まっていただき交
流会が行なわれました。ガールスカウト
の皆さんが歌を歌ってくれ、利用者の中
に入り肩たたきをしてくれました。その
後、一緒におやつを食べながら色々な話
をしました。皆さんとても素直で可愛く、
あっという間に時間が過ぎていきました。

愛
宕
路
を  

く
る
く
る
回
り  

ま
の
あ
た
り

　
　
　
　

花
の
う
る
わ
し  

景
色
う
る
わ
し

雑
草
の  

中
を
色
ど
る  

た
ん
ぽ
ぽ
の

　
　
　
　

我
が
世
と
ば
か
り  

咲
き
盛
る
な
り

誕
生
日  

祝
っ
て
く
れ
る  

人
々
の

　
　
　

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
は  

我
を
は
げ
ま
す

華
翠
会
舘
利
用
者　

小
島
せ
ん

文芸
コーナー

　
　
　

 

短　

歌

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
日
誌

四
月
二
十
九
日（
水
）

参加人数　　　14名（男４名　女10名）
送　　迎　　　往き 8:30　帰り 16:00
昼食のメニュー　赤飯、焼きそば、ブリ大根
　　　　　　　から揚げ、焼き鳥、シューマイ
　　　　　　　味噌汁、おやき、アイスクリーム
レクリェーション　滴翠会創立39周年記念式典
　　　　　　　第22回ぼたんまつり

　晴天の中、滴翠会創立式典・ぼたんまつりが
行なわれました。華翠会舘は創立26周年を迎え
る事が出来ました。アトラクションのトロンボ
ーン演奏、知っている曲は口ずさんで歌われ楽
しんでいました。昼食は模擬店を利用し、外で
食べた事もあり、一味も二味もおいしく、お腹
一杯ですと言っていました。午後ゆっくりした
後、入浴しました。

創 立 記 念 式 典 に 参 加
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明
翠
苑
居
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

石
岡
市
半
の
木
一
一
四
八
一―

一

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九―

二
三―

九
六
三
四

　

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
の
利
用

　

要
介
護
認
定
を
受
け
て
数
年
経
つ
と
、
今

ま
で
で
き
て
い
た
介
護
が
き
つ
く
な
っ
た
と

感
じ
た
経
験
を
持
つ
人
は
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？

　

要
介
護
者
の
心
身
の
状
態
が
悪
化
す
る
こ

と
は
往
々
に
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
す
が
、

要
介
護
者
と
同
じ
に
介
護
者
も
年
を
重
ね
て

い
る
の
で
す
か
ら
、
体
が
動
か
な
く
な
っ
た

り
故
障
が
起
き
る
の
は
仕
方
な
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
夫
を
介
護
し
て
い
た
妻
が
体
調

を
崩
し
、
息
子
や
嫁
ま
で
が
慣
れ
な
い
介
護

で
腰
を
痛
め
て
し
ま
っ
た
ら
介
護
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
最
後
ま
で
自
宅
で
世

話
し
た
い
と
思
っ
て
い
て
も
、
体
が
い
う
こ

と
を
利
か

な
く
な
っ

て
は
ど
う

し
よ
う
も

あ
り
ま
せ

ん
。
介
護

者
も
要
介

護
者
も
ど

う
に
も
な
ら
な
く
な
っ
て
悲
鳴
を
上
げ
る
前

に
、
あ
る
程
度
の
準
備
を
し
て
お
く
と
い
い

の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
慣
れ
た
ら
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
を
利
用
し
て
自
宅
以
外
で
寝

る
こ
と
を
体
験
し
て
み
る
。
お
年
寄
り
に
聞

く
と
「
日
帰
り
で
出
か
け
る
の
は
い
い
け
ど

泊
り
は
い
や
」
と
答
え
る
人
が
結
構
い
ま
す
。

夜
は
自
分
の
部
屋
で
眠
り
た
い
と
考
え
る
の

は
至
極
一
般
的
だ
と
思
い
ま
す
が
、
介
護
が

必
要
な
状
態
に
な
る
と
そ
う
と
ば
か
り
も
言

っ
て
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

家
族
も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
は
必
要
な
と
き

に
利
用
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
普
段
か
ら
利
用
し
て
い
れ
ば
本
人
は
も

ち
ろ
ん
受
け
入
れ
る
施
設
側
も
ど
う
い
う
人

か
わ
か
っ
て
い
る
の
で
安
心
で
す
。
は
じ
め

は
不
安
で
眠
れ
な
く
て
も
、
何
回
か
利
用
す

る
う
ち
に
馴
染
ん
で
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

た
だ
、
中
に
は
慣
れ
な
い
場
所
で
過
ご
す

こ
と
で
今
日
が
何
月
何
日
な
の
か
自
分
が
ど

こ
に
い
る
の
か
も
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
り
、
夜
中
に
訳
も
わ
か
ら
ず
歩
き
出
し

て
し
ま
う
よ
う
な
人
が
い
ま
す
。
そ
れ
が
元

の
生
活
に
戻
っ
た
と
き
に
す
ぐ
に
収
ま
れ
ば

問
題
は
な
い
の
で
す
が
、
徐
々
に
悪
化
し
て

し
ま
う
人
が
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

　

健
康
で
人
の
世
話
に
な
ら
ず
に
生
活
で
き

る
こ
と
が
誰
に
と
っ
て
も
理
想
で
は
あ
る
の

で
す
が
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
、
適

度
に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
が
ら
自
宅
で
の

生
活
を
続
け
て
い
け
る
こ
と
が
理
想
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー　

井
川　

由
美
子　



養 護 老 人 ホ ー ム　  滴 　 　 翠 　 　 苑
救 　 護 　 施 　 設　  慈 　 　 翠 　 　 舘
特 別 養 護 老 人 ホ ー ム　  明 　 　 翠 　 　 苑
特別養護老人ホームユニット型　  明 　 　 翠 　 　 苑
デイサービスセンター　  華　　翠　　会　　舘
明 翠 苑 居 宅 介 護 支 援 セ ン タ ー

社会福祉法人　滴　翠　会

ご利用をお待ちしています

医 　 療 　 法 　 人 　 高 　 木 　 医 　 院

http://tekisuikai.or.jp/
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早
乙
女
や 

子
の
泣
く
方
へ
植
え
て
ゆ
く

ね
て
い
て
も 

ウ
チ
ワ
の
動
く
親
心

今月のことば4

☆筍の和風スパゲティー
（１人分 エネルギー595kcal　塩分2.6g）

筍の美味しい季節にぜひどうぞ。

●材　料（１人分）
　筍40g／ベーコン３枚／しめじ100g／にんにく10g
　オリーブオイル６g／めんつゆ35㎖／刻み海苔 適量
　水菜 適量／パスタ茹で汁30㎖／スパゲティー100g

●作り方
①にんにくはみじん切り、ベーコンは1.5㎝幅に切る。筍は５㎜
　の厚さのいちょう切り、しめじは、ばらしておく。
②スパゲティーは茹でる。
③フライパンにオリーブオイル、にんにくを入れて弱火で炒め
　て香りをだす。
④③にベーコン、筍、しめじを加える。
⑤④にめんつゆとパスタ茹で汁を入れ１〜２分煮る。
⑥⑤にスパゲティーを入れトッピング。

慈翠舘　栄養士　池㟢久美子　


